応募様式

１．応募研究テーマ
	共同研究の応募テーマ
	データ収集・行政DXと自治体業務の効率化に向けた指標及びデータ活用スキーム研究


２．応募機関
	機関名
	（記入）

	所在地
	（記入）

	代表者氏名
	（記入）

	担当者氏名
	（記入）

	連絡先
	（記入）


３．プロジェクト概要説明・研究計画
（政策課題・計画・博士人材の役割）
【審査対象となります。ご推薦見込みの人材と協議の上、「研究計画書（仮）」も合わせて作成のうえ添付をお願いします】
	・政策課題との関係：
・目的・方法の概要・新規性：
・スケジュール（主要マイルストーン）：
・博士人材の役割：

	＊〔注記：〕　審査を、以下観点で実施します。研究計画書（仮）に可能な限りご反映ください：
① 有用性（政策課題の解決）（20点）
· 提案が東京都の政策課題・事業目的に直接結びつき、解くべき課題が明確であるか。
· 現状分析がデータ・先行研究・現場知見に基づき、原因仮説と論点が整理されているか。
② 有用性（人材育成）（30点）
· 研究/実証/実装手法が課題に適合し、再現可能で、必要に応じた新規性（学術・技術・運用）があるか。
· 全体スケジュール・資源が現実的で、リスク管理（代替案含む）が示されているか。
· 博士人材が専門性を発揮し、成長（スキル獲得・キャリア形成）につながる設計か。
③ 都民還元性（30点）
· 都民・利用者への便益が具体的で、成果指標（KPI等）と検証方法が示されているか。
· 成果が都庁内外に展開可能で、制度・運用・コスト面で持続的に実装できる見通しがあるか。
· 成果（知見・データ・手法・教材等）が長期的に蓄積され、適切に共有される設計か。
④ 公共性（20点）
· 個人情報・知財・研究倫理・情報セキュリティ等の観点で適切な配慮と手当があるか。
· 公平性（偏り・排除の回避）に配慮し、都民・関係者への説明責任が果たせるか。


４．期待効果等
	・期待される効果：
・成果公開方針：
・リスクと対応：
・利益相反・秘密保持：


５．他、添付資料（任意）
	（記入）


６．その他特記事項（任意）
	（記入）



提出期限：2025年　月　日（　）
提出先：一般財団法人GovTech東京（担当：植松/村上）
提出方法：以下のメールアドレス宛に必要書類をお送りください。

メールアドレス：gtt_collaboration_hjpj@govtechtokyo.or.jp
